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共同研究 

研究課題名 和文 非平衡臨界現象の不安定性解析, 界面ゆらぎの普遍性における相関ノイズの影響,  

流体におけるスケール不変現象と普遍法則, 界面成長の普遍ゆらぎ 

英文 Instability analysis of critical phenomena out of equilibrium,  

Effect of correlated noise in universal fluctuations of growing interfaces,  

Scale-invariant phenomena and universality in fluid systems,  

Universal fluctuations in growing interfaces  

派遣期間 2013 年 10 月 3 日-20 日 

 

実際に行った研究活動、成果などを１−２ページ程度で記述してください。 

Chaté 氏とは、非平衡臨界現象を示す力学系モデル、特に Chaté-Manneville モデルの不安定

性解析を行い、臨界挙動が不安定性モードに反映されることを発見、各種不安定性モードと臨界

挙動との関わりを明らかにした。 

 Lecomte 氏とは、界面ゆらぎにおける相関ノイズの影響に関する Lecomte 氏らの理論について

議論を交わし、それを踏まえて自身の実験データのノイズ評価を行った。結果、Lecomte 氏らの

理論と整合する可能性が見出され、さらなる共同研究に発展している。また、訪問先大学にてセ

ミナーを行い、自身の実験結果について有意義な意見交換を行った。 

 Bodenschatz 氏の研究室においては、自身の実験成果についてのセミナーを行い、他の実験研

究との関連も含めた広範な議論を行った。また、氏の研究室で進行中の、乱流や生物振動など、

様々な実験を見学し、意見交換を行った。 

 Henkel 氏ら主催の国際会議 "Small systems far from equilibrium "においては、招待講演とし

て自身の実験成果を発表し、出席した多くの理論研究者と有意義な議論を交わした。また、会議

で発表された最新の研究成果を把握し、参加研究者らと議論を行った。 


